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日本語における qualifier

一形容詞＠形容動詞＠名詞述語を中心に一
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qualifierは語）I慎に基づく言語類型論において、述語の主要な要素を修飾する形式である。告本語の qualifierは

主要な要素の品認によって、相対的に動調qualifier、形容詞qualifier、形饗動詞 qualifier、名詞qualifier

の四つに区分できるが、本稿では後者の三つを中心に扱う。形容詞・形容動詞・名詞の語根と qualifier形式が

接続する際、連結要素が変わる。形容認述語構造の場合、形容詞の最後の－iは連結要素として、 r-i>-iJ f-i＞ーのj

r -i>-kujになり、形容動詞述語の場合、連結要素－daが f-da>-daJf-da＞ーのJf-da>-naJになり、名詔述語構造

の場合、連結要素－daがr-da>-daJ r -da＞ーのjf -da>-naJ r -da>-noJとなる。これらの連結方法を使用する qualifier

は大文字Qとしづ。この場合、大文字Qは直接に形容認語根、形容動詞、名詞に接続する。そして、三つの述語

とも、時制要素の－ru,-taを表す大文字Qに接続する小文字qもある。この場合、小文字qは直接に形容詩語根、

形容動詞、名詞に接続しない。日本語の qualifierの条件によって、形容詞・形容動詞・名詞のqualifierは34

個の形式がとりあげられた。

1. はじめに

qualifierは語）I慣に基づく言語類型論において、述語の主要な要素を修飾する形式である。島本語で

は、述語に位置する主要な要素には一般的に動詞・形容誤・形容動詞・名詞の四つの品認がある。こ

の分類に基づいて日本語の qualifierは相対的に動詞 qualifier、形容詞 qualifier、形容動詞

qualifier、名詞 qualifierの四つに区分できる。 Roni(2008）は動詞述語を中心に、日本語における

qualifierの形式を敢り上げた。

動詞述語句構造では、動詞語根と qualifier形式からなる。 Roni(2009）は動調述語句構造において、

動詞語根と qualifier形式がどのように連結するかについて、子音動詞を中心に検討し、連結要素の

音素を形態音韻論の観点から位置づけを検討した。本稿では、これを踏襲し日本語の qualifierを、

形容認・形容動詞・名認を中心に検討したい。

2.動諒qualifierの特徴

日本語における動詞 qualifierの研究結果において、いくつかの大事な点があるが、その内、次の

二点は本研究でも基準として使用する。一つ自は、日本語の動詞 qualifierになる形式の条件である。

それは、①動詞語根と連続して動詞句、言わば動詔述語講迭を構成する、②匂という構造として動詞

語根とその形式の関係が強留で、その聞に、成分に相当する言語単位の侵入を認めない、という条件

である。 Roni(2008）はこの二つの条件で、日本語の動詞述語における qualifier形式をデータ源の限

りで、 101個記述した。この qualifier形式はそれぞれ一体化・文法化した一つの形式として扱うこと

ができると考えられる。

二つ自は、動詞語根と qualifier形式がどのように連結するかに関して、八つの方法があることで

ある。日本語の動認は、捨象的レベルでは語構造が f動詞語根十ruJからなる。この－ruは意味を持た
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ない連結要素として扱う。動詞語根と qualifier形式の連続によって連結要素－ruが変わったり変わら

なかったりする。－ruの変更によって八つの連結方法を決定した。それらは次のようである。（「）Jと

いう印は変化の順）

qualifier形式の剖

-ru>-ru -maeni, -to, -kotogadekiru 

2 -ru>-i -masu, -ta1, -yasu1 

3 -ru>-i>師 -tekara, -teoku, -tabakarida 

4 IQJ -ru>-a -na1, -reru, -seru 

5 -ru＞日 -rareru, -saseru, -zun1 

6 -ru)-e -ba, -baii 

7 -ru)-re -ba, -baii 

8 小文字 時制の－ru/-ta -kamoshirenai, -ka, -yooda, 

r q J に連続する -hazuda, -kadooka 

形態－ruは連結要素の代表である。日本語の動謂は規員Ij動詞と不規則動詞の二つに区別できるが、

則動詞では、「語根十uJ と「諾線十ruJがある。前者は子音動詞（Vl）で、後者は母音動詞（V2）で

ある。この－uと－rui主連結要素である。連結要素は動詞だけでなく、形容詞「美しい utsukushiiJの

や形容動読「きれいだkireidaJと名詞 f大学生だgakuseidaJの－daも連結要素と考えられ

る。後者の二つの－daは、文の述語における位置づけにおいていまだ議論になっている。本稿では、動

詞－ru/-uと形容詞－iに並行するように、形容動部と名詞の場合、その－daは必要であると判断し連結

要素として扱う。このように－uと－ruと－i、－daも連結要素－ruで代表させた。

－形容詞・形容動詞・名詞だけでなく、 qualifier形式にも、連結要素を持って

いるものがある。例えば、藤望－taiの…i、 の－u、使役一saseruの－ru、伝関－soodaの－daも

と考えることができる。 過去一旬、 な てい

ない。

形態－ruは捨象的レベノレと レベノレの二菌性がある。

を持っていないが、 ている。 レベルは、 し

てくる。 レベルの－ruはqualifier形式になっている。

-ru 

からなっている。そのため、－ru

レベルと具体的レベルの二面性がある。抽象的レベルで、は

実際には変化し－i、一日、…a等に変わる。一方、具体的レベノレの－ruは非過去

ていて qualifier形式になる。後者の－ruは地の qualifier ことができる。

qualifier形式は大きし＼（大文字）Qと小さし＼（小文字）qの二つに区別でき、小文字q

と直接的に接続できず、大文字Q形式iこ接続する。大文字Qは表 1の連結方法1～7までで、

qは表lの連結方法8で連結される。
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例． -ru/-u -ru/-u 

a yom- -0- -u（非過去）

b tabe- -ru- -kotogadekiru -kamoshirenai 

c yom- -1- -masu -kedo 

d yo(1司＞）n -i－＞一日一 (-t-> )-da -yooda 

e yom- -a- -na1 -hazuda 

f yom- -e- -ba -nda 

g tabe- -re- -ba 

3.形容詞＠形容動詞。

述語は文の中心である。日本語では述語（部）という であるが、

には動詞、形容詞、形容動詞、名詞であって、それぞれ動詞述語、 名詞

られる。諾のまま述

、形容動詞と名訴である。後

述語とし1う。

語となり までは述語となり

う必要がある l0 これに関して、述語性という概念がある。述

語性とは、述語になれるかどうかということで、単独（諾のまま）でなれるな

が、単独で、なれないなら述語性が不完全で、あるという 20動詞と形容詞は述語が完全で、あるのに対して、

と名詞は不完全であると言えるが、－daによっ

の会話文で1ま出現しない場合がある。ゆえに－da る。次の4

4.形態…iと－da

上で触れたように、形容調述語では、形態－iが必要である 4のに対して、形容動詞と名詞は形態－da

が必要である 50 形態－iに関しては、全く形態－ruと向じである。 レベルでは、

詩語根十ruJ という

の寄奈は必須である。それに対して、形容動詞述語と

てそれぞれの－ruと－i

f形容動詞十（da）」と f名

言司十（da）」という -daの存主は髄意的であると言える。 抽象的には、

という構造で＼形容詞述語は

諾はそれぞれ「形容動詞十0J と f名前十町という

iJであるのに対して、形容動詞述語と

ると考える。

なぜなら、語の観点から見ると、動詞taberu（食べる）と形容詞 utsukushii（美しい）は語であると簡

単に理解できるが、形容動詞 kireida（きれいだ）と名詞 kawada()IIだ）はまず諾・単語（語講造）とい

うより句構造と捉えやすい。反対に、 kireiとkawaは単語であるのに、 tabeとutsukushiは語・
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とは言えない。つまり、諾・ として扱うのは taberuとutsukushiiとkireiとkawaである。連結

（抽象的レベル）に関しては、その単語自身が自分の部分を連結要素として備えているかどうか

としづ問題である。 taberuとutsukushiiのように内包して備えている場合、連結要素を持っと雷い、

kireiとkawaのように備えていない場合に連結要素を持たないと苦う。このような簡単な規定で考え

ると次の表（3）になる。

( 3) -ruと－iと－daの形態の存在

動詞

形容詞

形容動認 -da 

名詩 -da 不要

具体的レベル
alifier形式として

必須

必須

髄意

説明

出現する場合qualifier形式になる

出現する場合qualifier形式にな

この考え方は辞書・レキシコンの観点から見たものであると雷える。語は語葉的語、形態的語、

味的語に大男IJされる 6。上では taberuとutsukushiiとkireiとkawaは単語であると説明したが、そ

れは語繋的語としての規定といえるであろう。形態的語上には taberuの tabeーと－ru~ utsukushiiの

utsukushiーと－i、そして kireiとkawaはそれぞれ形態素であるに語の分類に関して問中春美 et.al

(1975 :85）は印、ずれにしても、語を文法的単位として用いる場合には、十分な吟味が必要であるJ

と述べた。つまり、どれを使用するかは研究の自的によって違う。

・レキシコン上には、－ruが動詞語根とともに存在して、－iが形容認語根とともに存在する。

形態－daは、辞書・レキシコン上には形容動詞や名識とともに存在しない。つまり、－daは動詞・

形容詞と－ru・ -iのように連結要素としての関係を持っていなし、。しかし、抽象的レベルで、は、述語部

に入れる時に－daを連結しないといけないと考える場合、－daはまず有標的に「助動詞j として位置づ

けるというのが適当であると考えるヘ言い換えれば、形容動詞と名詞は－daを付けると、

と同じように述語部の位置に入れられる 90

一方、話し言葉では、－daの存在は必要というより髄意性があると震える。用例（4）と（5）は－daがあ

ってもなくても文法的である。

(4）夜は静か（だ）。

(5）体は大丈夫（だ）。

と間じレベルになるように、捨象的レベルで、は－daが必要

であるという扱いをとるのが理想的である。つまり、「動詞語根十ruJ と「形容詞語線十むという

造があるのに対して、 f形蓉動詩語根十daJ と f名詞語披十daJ という構造もある。一方、具体的レベ

ノレでは－daの存在は随意的である。このように、形態－daは－ruと同じように、抽象的レベルと其体的

レベルの二面性がある。抽象的レベルで、は意味を持たず、 る。 レベルでは

ていて、－daが 場合と出現しない場合がある。－daが出現する場合、その

-da はqualifier形式として扱うことができる。 daが出現しなし qualifier形式はない。以上
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をうけて表3を改編すると次の表情）になる。

( 6) ruとiとdaの形態の存在：表3の改編

形 i抽象的レベル ｜ 具体的レベル
態！連結要素として Iqualifier形式として

必須

必須

説明

司

me
吾
ロ
μ

間
一
容

動
一
形

必須

必須

形容動詞 須
一
須

必
一
必

出現する場合qualifier形式になる

出現する場合qualifier形式になる

形態－daに関して、本研究は表（6）のように扱う。－daは普通体で、－dearuに並行している。さらに、

-daは形容詞 iiに、－dearuは形容詞 yoiに相当すると説明できる。－daとiiは過去にしたり否定にし

たりできない。その代わりに iiはyoiを使用して yokatta（過去）と yokunai（苦定）になる。一方、－da

は－dearuを使用して－dearuのaruの変化は動詞の方法の通りに de+ atta > d0十 atta> d + atta > 

datta （過去）と、 de+nai > denai > de(wa)nai（否定）になる。更に、－dewanaiの－dewaは－jaiこ変わ

って－janaiになる場合もある。

5 . qualifierの条件

2節で説明したように、日本語の動詞述語では、qualifier形式になる条件は次のこつで、ある。まず、

①その形式は動詞語披と連続して動詩句、言わば動詞述語構造を構成する。また、②匂という構造と

して動詩語根とその形式の関係が強固で、その間に、成分に棺当する雷語単位の侵入を認めない。

稿でも、この二つの条件を使用して、形容詞・形容動詞・名詞の qualifier形式を判断してし、く。

hanasu （話す）、 ookii （大きい）、 kirei（きれい）、 kawa()II)はそれぞれ単語（或いは f語J）と呼ばれ

る。単語は、文を構成する単位であるが、意味の観点からすると、最小の単位とは言えない。意味を

持っている最小の単位は形態素である 10 0 hanasuはhanas+ uで、 ookiiはooki+ iで、二つの形態

らなる。これに対して、 kireiとkawaは一つの形韻素で、ある。しかし、 hitsuyoo、tegami、teinei

に対して、それぞれれ1hitsuyoo、otegami、teineisaがあるが、これらは諾形成のレベノレの問題であ

る11 o fuhi tsuyouのfu－、 otegamiのo一、 teineisaの－saなどは接頭辞と接尾辞でqualifier形式に

なるかもしれないが、本縞では一応複合動訴の扱いと問じように一つの述語主要部の単語として扱う。

6.データの観察

本節はデータ掠の振り、形容認 qualifier、形容動詞qualifier、名詞 qualifierを採取し、それぞ

れの qualifier形式と連結する方法を記述する。データ源とデータの記号は次のように整理する。 fみ

んなの日本語初級リと『みんなの日本語初級ruは捌Sと省略して、『新日本語中級』はSNCと省略
する。「～／～Jは

ページという意味である。

を表す。例えば「拙S48/189Jは『みんなの日本語初級 II』の 48諜 189

6. 1.形容詞qualifier

形容詞 qualifierは形容詞述語で、形容認語根と連結する qualifier形式である。形容詞諾根と
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qualifier形式は形容詞述語部という句構造を構成する。上記に述べたように、形容詞の最後のーiは

動詞の－ruと陪じ扱いで抽象的レベノレで、は意味を持たない連結要素として、具体的レベルで、は非過去の

意味を持つ qualifier形式として扱う。形容詞語根と qualifier形式は「－i>-iJとr-i>-0Jとr-i>-kuJ 

と小文字qの四つの方法で連結する。

「－i>-iJの連結方法では形容詞語根が qualifier形式に接続したら、連結要素－iがそのまま出現す

る。「－i>-0Jの連結方法では連結要素－iが消える。つまり、ゼロ－0になる。そして、 r-i)-kuJの連

結方法では－iが－kuに変化する。一方、小文字 qというのは、常に佑の qualifier形式に接続する

qualifier形式である。そのqualifierは直接的に形容詞語根と連結せず、他のqualifierに連結する。

つまり、間接的に形容詞語根に連結する。それぞれの qualifier形式と例文は表（7)～（10）のようで

ある。

用例

MNS 47/180 新開によると、今年は夏が短いそうです。

用例

は物価が高い。

は璽fl：フたです。
支を二三t；ムら、貫いたいです。
今日 tt~~_IぜhJ芝、明器来て下さい。
この料理はまずそうです。

(9）形容詞 qualifier: 1-i)-kuJの連結方法

用開

ワ
ム
ワ
ム
一

Q
O

円
、

u

’i
一n
V

4
一1
1
一2

po…
／
／
／
／
…
／
／
 

／／
f
一
円

h
v
n可
υ
…
F
h
u

Q
U
一1
A
円

J

一つ中

s
＝b
S
一S

W

削
一
問
問
一
附-temo 

活関S8/64 

SNC 8/109 

話NS26/4 

5 I -shi 

か。

A：どうして会社を休んだんですか。
B：頭が痛かったんです。

値段も室どよι、味もどどL、いつもこの店で食 i追加
べています。

毎日忙しいので、どこも遊びに行けません。 l理由

間~s 26/4 4 I -nda 

閉店 28/20

6 I -node MNS 39/11 
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外は寒どよ立支士。 i証拠
小J1 l：いいえ、そうじゃなくて、みんな違う時 i理出
関に会社に行きましょう、っていうことです。

学：ああ、ラッシュが土ごど企主主主担。

A：将棋が強いって開いたんですが。 i強調
かえっ、そんなに強くないよ。

小J1 l：実はJリーグの切符が2枚あるんだけど、
どうかなあとおもって・．．

李： Jリーグですか。わあ、三れしど主主。
この辺は大きい家が愛ど担。

技術部の小川さんタイ諾がすごく立主ど主主 i伝開
って。

小J1 l：・・・問親も今は別々に住む方が気が楽
だっていっていますし。

：まあ元気なうちはいいけどね。

加
一
部

-yooda 

-kara 

9 I -yo SNC 3/49 

10 I -naa SNC 5/67 

e
 

e
一
み
し

n
一
t

1
i
白
り
ぬ

2
2
A
山

ts－A

つd
一
円
。

噌

s
’A－
噌

aaA

つどっ臼

／
J
r

一Jf
f

F
h
u

一円。
噌

g
g
A
m
噌

B
Bム

戸
し
一
戸
し

M
W

一Mけ

円
＼
U
一
円
＼
U

13 I -kedo SNC 19/251 

6. 2.形容動詞弓ualifier

形容動詞 qualifierは形容動詞述語句で、形容動詞に接続する qualifier形式である。形容動詞と

名訴は、動訴の－ruと形容詞の－iのような連結要素を持たない。 3鯖で説明したように、

点から－daが必要であるという面で、－daは連結要素として扱えるが、 4節で述べたように実際の文中で

は随意性を持っており、必要の場合と必要でなし との議論がある。更に、静香・レキシコン上で

も動詞－ruと形容認－iはそれぞれ－ruと－iが出るのに対して、形容動詞と名詞は－daが出ない。本研究

では次の立場をとる。 4節で触れたように、抽象的レベルでは、形容動詞と名詞は－ruと－iに並行し、

更に一員するように－da として取り扱う。具体的レベノレでは、 る。つまり、あっ

ても無くても良い。スタイノレやフォーマノレ度などのような状況による。

形容塁手j詞と名詞は連結要素として－daを使用するため、形蓉動詞 qualifierでは、形容動詞と

qualifier形式が接続する持、連結要素－daはそのまま変わらないものと変わるものがある。前者の変

わらないものは「－da>-daJで、変わったものはそれぞれ「－da)-0J と r-da>-naJである。更に、動

謂 qualifierと同じように小文字「qJ という qualifier形式もある。

る。

-da>-daの連結要素では、形容動詞と qualifierの開に連結要素－daがそのまま出る。つまり、変わ

らない。 r-da>-0Jの連結方法では、連結要素－daが無くなるが、変わったものに入れる。 r-da)-naJ 

の連結方法では、連結要素－daが－naに変化する。一方、小文字 qというのは、上記の説明と

その qualifierは直接的に形容動詞と連結せず、他の qualifierに連結する。形容動需とi玄関接的に

連結する。それぞれの qualifier形式と例文は表（11）～(14）のようである。

qの連結方法とす

(11）形容動詞 qualifier: r -da)-daJ 

りはきれいだそう

(12）形容動詩 qualifier: r -da>-0Jの連結方法

" qualifier II 用例

形式
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のがち支Tら
あまりきれいじゃない。

ミラーさんは三こと芝企芝、親切です。
話が援護芝、よくわかりませんでした。
沖縄の海はきれいだ、った。

ミラーさん、いつも元気ね。

手IJでも、カードは使いません。
無理だったら、金曜日に出してください。

換作が簡単なら、簡単なほど、いいです。

この机は丈夫そうです。

第39号

-desu 

-da 

-ja(dewa)nai 

-de 

人文科学研究

町
一
出
向
一
…
一
向
一
叫

に
U
一
円
。
一
ヴ
s
一
nAU
一
n
y

22 

データ

(13）形容動詞 qualifier：「－da>-naJの連結方法

aualifier ~ 用例

形式

-non1 s 45/162 

ワ
ム
一

nu
－t
I

7一8一
O

T
i
一
t
i
一
り
ム

／
／
つ
／
つ
／

円h
u

一円，
e
一
p
h
U

4
一4
一1

S
一S
一C

M
川口一
M
山口一
M
山口

M
間
一
説
一

S

SNC 15/201 強調・・・でも、例えば情報処理技術者の資格を持つ

＼もっと有利なんですよ。
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夫は料理が上手なのに、あまり作ってくれませ
ん。

課長はドイツ語が上手なはずです。

部長はイギリス文学が控Aきなよう支士。

難しそうね。それには何か資格が必要な
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(14）形容動詞 qualifier：小文字q

用例

このスプーン、すてきですね。

ワット先生は懇企主主。主主設立！かそれに経
験もあちます。

彼は来遊塑n:_tJ:'.J:Lませ企。
私なんか字が王主主主三皇、上手な人がうらやま
しし、よ。

髄分にぎやかですね。

佐々木さんの部屋から煙が出て、玄室主ユ主企
ですよ。
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5 

6. 3.名詞 qualifier

名前qualifier 1て、名詞iこ接続する qualifier形式である。 6.2節で説明したよ

として扱、が、－ruと－iに並行するため、形態－daうに、

q 時'fこ、 1-da>-daJ、「－da>-0J、1-da>-naJ、1-da>-noJ、

1-da>-daJの連結方法では、名詞と qualifierの関

わらなくそのまま使用する。 l-da>-0Jの連結方法では、名詞と qualifier

名詞 qualifierは名つ

が消え

が－no

そして、小文字qというのは、その qualifierは直接的に名訴と接続せず、他の qualifier

名詞とは間接的に連結する。それぞれの qualifier形式と例文は表（15）～（19）のようで

が－naに、「－da>-noJの連結要素では、

ある。

て、
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(15）名詞qualifie仁 r-da>-daJの連結方法

用額j

(16）名詩qualifier：「－da>-0Jの連結方法

用例 データ

今日は僕の誕生担だ。 非過去 時~s 20/164 

ううん、独身だ。 間~s 20/171 

私はマイク・ミラーです。 題すs1/6 
¥ 怠いますよ。き q と横浜 S関c12/165 

4 I -de 額五よ同・ノ，，－ F’~屯’時ヨ
話NS16/130 

の留学生です。

5 -datta 古くて、大きい神社だった。 過去 諸民S20/171 

6 -demo 日曜日でも、働きます。 反対 話NS25/208 

7 -dattara 男の子だったら、 fひかるjです。 仮定 話NS25/206 

8 -nara 土曜日はいい天気なら、海に行きませんか。 仮定 話NS35/78 

(17）名詞qualifier: r -da>-naJの連結方法

用fftl 意味

A：どうしてエアコンをつけないんですか。 強調 MNS 26/4 

-node 日 日 、ワインを買いました。 理由 加~s 39/112 

-non1 今日は自躍呂なのに、働かなければなりませ反対 括提s45/162 

(18）名詞qualifier: r -da>-noJの連結方法

用例

i食事の前に、手を洗います。 i順番 s 18/148 
クリスマスの前に、プレゼントを買います。

2 I -atode iスポーツのあとで、シャワーを浴びます。 i順番 I MNS 34/70 
食事のあとで、コーヒーを飲みます。

3 一hazuda あのスーパーはあしたは休みのはずです。 確実 知~s 46/172 

4 -toonni この説明書の通りに、パソコンのキーを押して 閉店 34/70

ください。

5 I -yooda i小）11さんの話は本当のようです。 i証拠 i話NS47 /180 

用例

II 

-ka iミラーさんは会社員ですか。 疑問 鼠NS1/6 

2 I -kara i新しい製品ですから、たぶん安くならないで、し 理由 院NS32/56 

よフ。

3 -ne 金曜日の娩ですからね。 確認 SNC 1/14 

4 -yo 佐々木：一戸建てだろう？ 強調 SNC 16/213 

小J1 I：ああ、でも、うさぎ小屋だよ。
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6. 4.小文字qに関する問題

2節で説明したように、大文字Qは述語の主要要素に直接に接続する qualifier形式を訴すが、小文

qは述語の主要要素に直接に接続せず、 }jfjの qualifier形式に接続する qualifier形式をポす。小

文字q形式は常に時制を表す大文字 9形式に接続する。この考え方は動詞述語と形容詞述語で扱えば

であるが、形容動詞と名詞に扱えば適当でない qualifierがあるようである。例えば用例（20）と

(21）では、小文字q形式の一kamoshirenaiは述語の主要要素 himaとkaishainに接続する。再方とも非

過去の文である。過去を表すqualifier形式（－datta）を入れればそれぞれ（20a）と（21a）になる。

(20) 彼は暇かもしれない。

(20a）彼は暇だったかもしれない。

(20b) ＊彼は暇だかもしれない。

(21) ミラーさんは会社員かもしれない。

(21a）ミラーさんは会社員だったかもしれない。

(21b) ＊ミラーさんは会主員だかもしれない。

必要はない。表（6)

を入れる必要はあるが、非過去の場合、非過去を表す－daを入れる

レベルでは、－daはqualifier形式として文の存在では、あってもなくて

もよい、髄意的である。吏iこ、時制を表す－dattaはhima/kaishainと－kamoshirenaiの間
宅
U
V

一宮口 -dattaは－kamoshirenaiに先行している。それと同様に、－daも hima/kaishainと

-kamoshirenai と考える。しかし、（20）と（21）の例文では、非過去を表す－daは髄意的

であるというより、（20b）と（2lb）のようにその－daを入れてはいけない。これらに基づいて、

は、非過去を表す－daは8になり、無標的であると考える。

7. まとめ

以上、形響調・形容動詞・名

述べたことは次のようにまとめられる。

qualifier形式になる

る qualifier タ した。

し
仏

＼というものである。干

名詞述語における qualifier

は動詞諾尾－ruと

そ

いて、日

とし1

と名詞は－daを加えることによっ

レベルでは－iと－daは連結要素と

レベルでは、－daは出現しない持もある。

るため、その－da

とqualifier

る。次のようである。

と f-D-kuJ

とqualifier

Q qualifier形式

と

q）もある。形容

はじda>-daJと「－da＞ーのj と「－da>-naJの
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三類に変化する。大文字 Q q形式もある。名詞諾棋と qualifier形式の接続に

は、連結要素－daは r-da>-daJ、r-da＞一問、 r-da＞一naJ、「－da>-noJ の胆類に変化する。さらに大

Qに接続する小文字q形式もある。

タの範囲内では、形容詞・形容動詩・名競の qualifier形式は 34鰐の形式がとりあげられた。
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1 寺村秀夫（1999:3）を参照。

2庵勇雄（2001:42-43）を参照。

3 辞書では、動詞 taberuの－ruと形饗詞atsuiの－iは出るが、形容動詞kantanと名詞sensei等には－daが出な

4 動詞述語の場合、形態－ruが必要である。

5 形態－daに関して、簡単に言えば、規範文法で、は－daがなければならず、必須なものであるのに対して、記述文

法で、は－daがなくてもよく、随意なものであると言えるであろう。

6 問中春美 et.al (1975 : p. 85）を参照。

7 意味的語というのは例えば、英語の tableは形態的諮には一つで、あるが、意味的語にはtable（テーブル）と

table （表）のこつで、ある。

8 三尾（2003:262）は助動認を改編する時に、助動詞として残すべきもののーっとして－daを挙げている。

9 むしろ、形容動詞と名詞だけでなく、 fジャカノレタへ行くのは明日だJの文のように副詞も－daを付けたら、述

語部として機能している。

l 0 町出健・籾山洋介（1995:44）を参照。

11 これに対して、 hanasuの－uとookiiの－iは接尾辞であると考えられるが、 teineisaの一回、 chuushoutekiの

-tekiなどの接尾辞と違って、－uと－iiま語尾として扱うという術語の使用がわかりやすい。

1 2本有罪究では対象としないため、表にある f意味Jは、便宜上のものである。
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